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studyourresearchgrouphasbeenworkingon
,attemptstointroduce

basicknowledgeofvideoproductionandthedevelopmentofCAI
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は じめに

コン ピュー タテ クノβジー とビデオテクノロジーはつい最近 まで独立 し

た教育 メデ ィア として捉えられ,利 用 され て きた。 と ころが,新 しい動 き

と して この2種 類 の テ ク ノ ロジー を 複合 的 に結び付けた新 しい学習 システ

ムが開発 され てい る。 この数年,と りわ け,80年 代 半ぽ 頃 か ら米 国 を 中心

として 開発,利 用 され て きて い る学 習 相 互作 用1)の 高 い イン ター ア クテ ィ
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ブビデオ(interactivevideo)と 呼 ぼれ る ものが それ で あ る。 最 近はハ イ

パー メデ ィア2)と い う概 念 の枠 内で捉 え られ て いて,日 本 で も3年 ほ ど前

か ら徐 々にで はあ るが研究,教 材 の開発 が行 なわれ てい る。

我 々神奈川大学の研究 グルー プも89年 度 よ り3年 計 画 で積 極 的 に教 材 開

発 を行 な ってきている。現在は英語教育分野における教材 のプロ トタイプ

の開発を行 な ってい るところである。

この報告では,ま ず イ ソ タ..._..アクテ ィブ ビデ オシ ス テ ムにつ い て簡単に

触れ,イ ソ ター ア クテ ィブ ビデオ レ ッスンの制作一般,現 在 開発 中 の レ ッ

スソの概要 とパイロッ トテス トの結果,そ して展望,研 究課題についてい

くつか具体的に述べる。映像,音 響世代の学習者を抱え,今 までとは違っ

た教授方法に関心のある人達の参考になれば幸いである。

1.イ ン ター ア クテ ィブ ビデオ とは何 か

1.1一 般的特徴

イン ター ア クテ ィブ ビデオについて説明す る とき コソ ピェー タが ビデオ

機 器(ビ デ オ カセ ッ トと ビデ オデ ィス クプレーヤ)を 制 御す る とい う定 義

がハー ドウエアの点からすれぽ一番わか りやすい と思 うが,実 は学習心理

学の観点か らすれぽ,こ の制御するとい うところに大 きな特徴,意 義,そ し

て課題がある。具体的には,誰 が(必 ずしも人間 とは限らない),何 を,ど

のように,何 に基づいて制御するのかとい うことになる。 これらの要素を

それぞれ考察,分 析し,レ ッスンを制作してい くのがインターアクテ ィブ

ビデオ研究であるとい}る 。

従来映像 メデ ィア3)は 多人数での視聴を目的として開発されたものがそ

の多 くを占め,個 別学習,個 人差を重視した学習 とい う形態で利用された

過去はあまりない。その中で ビデオ機器は映像表現においては写実的な内

容をまさに写実的な音 と共に提示することができる点にそのメデ ィアとし

ての特徴(=メ デ ィア属性)が あるとされてきた。 しかるにビデオ機器は

学習相互作用とい う点ではレベルが低 く,せ いぜい早送 り,巻 き戻し,再

生 といった制御を行なえるのみであった。しかも学習者の学習における個

人差をあま り重視せずに,や やもすれぽ一斉学習の形態で教授者の直感 と

も言える判断に基づいて上記の制御に加えてコ`7送 り,静 止画面の提示な

どを行なってきた。
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一方 コン ピェー タ利 用 の教 育 に おけ る教材(
=Computer.AssistedInst.

ruction教 材)は 学 習 相 互作 用 の点 で は レベ ル が高 く
,優 れ てい るが,映 像

/音 響 表現 の 点 で劣 る と され て きた。最近 は二 次元,三 次元 の コン ピ ュー

タ グ ラフ ィックスが比較的容易に制作 できるようにな ったため却
って今ま

で とは違 った映像が利用可能にな ってきたが
,写 実 性 の高 い映像 とな る と

現実 には手軽 に制作できるとい う範 囲での コンピュー タグラフ ィックスで

は限界 がある。そのため写実性の高 い映像が必要 な ときには
,ビ デオ機 器

に 頼 るほか な く,動 画 が必 要 な場 合 は ビデ オ撮 影 した映像を カメラや プレ

ーヤか らコン ピュータの記憶部分に取 り入れ て映像 フ
ァイル として保存 し,

必 要 に応 じて適 時 再生 す る とい う方法が採 られている
。 また,静 止 画像 に

つ い ては ス キ ャナ ー と呼ばれ る静止画像取 り込み機器を コンピ
ュー タに接

続 し,利 用す る ことが 一般 的 で あ る。 いずれに して も,こ れ ら画 像 の取 り

込 み には コン ピ ュー タのメモ リを多量に使用す るため
,経 済性,教 材 の更

新 を考 慮 す る と ビデ オ機 器 を直接 コンピュー タ と ケ ー ブル(RS ・232Cな

ど)で 繋 ぎCAIレ ッス ンの 内容 に従 って適 時呼 び 出し信号 を送
って再生,

早 送 り,停 止,コ マ送 りな どをす る方 法 が教 育的 には適 してい ると思われ

る(プ ログ ラム制 御)。 勿 論 この信号 は 学 習者 が 習熟 度
,興 味,必 要性 な ど

に よ って直接送 る こ ともできる(学 習者 制 御)
。

また音 声 部分 のみ を独立 して周辺機器に よ りコンピュー タに取 り込み,

音 声 フ ァイル として記 憶 させ 利 用す ることも可能 であ るが
,こ れ に つ い て

も簡蝕 方 法 と して ビデオの音声 トラックに既に瀦 され焙 樋 時再生

す ることが まず簡単であろ う。勿論 コン ピュー タの合成音を利用す ること

もできるが・語学 の学習には人 間の声 が必要 であるので渤 機づけ ・w奇

性 の効 果 を狙 う目的 以外 で の使用は しないほ うが よいであろ う
。 もっとも,

合成 音 声 で聞 き取 りの 訓練 を行 ない,聴 解 力 を高 め る試 み もそ れ な りに面

白いか も知れ ない。

以上が インターア クテ ィブビデオの0般 的 特徴 であ る
。 次 に ハー ドウエ

ア/ソ フ トウエ アの面 か ら具体 的に 我 々研究 グルー プが使用してい るシス

テムを紹介す る。

L2シ ステム構成

この研 究 で は 図1の よ うに まず コン ピ ュー タに は米国ア
ップル社 のマ ッ

キン トッシ ュIICX(以 降 マ ック)を 使用 し てい る
。 機 種 の選 定 に あた って,



120

図1:イ ンターアクテ ィブビデオの構成
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第一一に考慮したのは コンピュー タをあ ま り使用 した ことのない学習者で も

使いやすい,つ ま り学 習 しや す い であ ろ うとい うことである。 次に,ビ デ

オ機 器 に つい て は 当初NECのPV-D828(通 称COMBOY)を 使 用 した

が,実 際 に使 用 してみ る と通 信 速度 がX200ボ ー レー トと遅過 ぎて ビデオペ

ー ジが短 い場合 に呼び出せない とい う欠点があ り,急 遽SONYの8ミ リ

ビデ オ カセ ッ トレ コー ダEVO-210(4800ボ ー レー ト)に 変 更 した。 接続

は プ レ___.ヤの リモ ー トコン トロール端 子 に 専用 ケー ブルを繋 ぎマ ックと交

信 させている。 この プレーヤは小型軽量であ り使 いやす く価格 も比較的安

いのであ るが,音 声 トラ ックが モ ノラル であ る とい う欠点を持 っている。

これは語学教材制作には一つの制約であ り,後 段述 ぺ る工 夫 を余 儀 な くさ

せ られ た。

実は ビデオデ ィス クプレーヤの採用 も当初考慮 したのであるが,筆 者 の

米 国 で の使用 経 験 よ り,教 材 は 消耗 品 と考 え,改 訂,修 正,更 新 が頻 繁 に

あ る こ とを 当初 か ら予定し,1990年 秋 の時 点 で再録,消 去 が物理 的 に容 易

な カセ ッ トプ レーヤを まず使用す ることに した。 カセ ッ トとデ ィス クの違

いについては一応,機 器 と プ ログ ラムに分 け て学 習 相互作用 のレベルの違

いか ら考え る必要 が あ る(保 崎,1989)。 この違 い は研 究上 い くつ か の課

題 としてあ ることはあ るが,使 用 上 の違 いほ どに は考 慮 され ない とす るの

が通説 である。参考 までに イソターアクテ ィブビデオデ ィス クシステムに

関す る3つ の レベ ルを あげ てお くが,こ の レベル分 け は必 ず し も絶対 的な
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もの では な い・ また・ デ ィス クそ の ものについて レベル分けをす る考え も

あ るが,さ ほ ど実 益 が あ る と思 わ れ な い ので この稿 では省略す る
。

レベル1:プ レーヤのみを独立 させ使用す る普通視聴の段階である
。基

本的には停止,早 送 り,巻 き戻しなどの制御が行なわれ

る。 この段階では相互作用はあま り認められない
。

レベル 展:プ レーヤ のみ が使 用 され る段階 であ る
。デ ィス クに2,3KB

の メモ リ機 能 が つ い てい た り,も し くは プレー ヤに簡 単 な

プ ログ ラム機能があ り,直 線 的分 岐 を 中心 として構 成 され

た プログラムに よ り,学 習 が進 め られ てい く段 階 であ る
。

学習相互作用は幾 らか認め られ るが,普 通 ,機 器 の電 源 を

切 って し まえば プ ログラムは消えてしまった り,あ るいは

限 られ た範 囲 で しか プ ログラムを保存 できない ことが多い
ゆ

この レベルではまだ プログラム保存に関 して
,外 部 機 器 を

接 続 しない とす るの が一般である。

レベル 皿:外 部機 器(多 くは コン ピュー タ)が ビデ オ プ ログ ラムを動

か す段 階 であ る。学習経路の複式分岐が このレベルでは よ

く使用 され,学 習 相互 作 用は 高 い。 学 習 者が 自らの要求 ど

お りに学習経路を選択で き,学 習を 個別 化 で き る
。 多 くの

イン ターアクテ ィブビデオ プログラムは この レベルを 目指

して制作 され る。

CAI教 材 制作 支 援 ソフ トに はCourseBuilder(TeleRobotics社)の 日・

本語版 で,ビ デ オ カセ ッ トプ レーヤ を制御 できる ビデオ ドライバーを持 っ

た ビデオ ビル ダー カラーJ(CTCク リエ ー ト社)を 採用 した
。 主 な採 用 理

由はsレ ッス ン制 作 方法 のわ か りやす さ,制 作 過程 が ビジ ュアル 化 され て

お り,面 倒 な フRチ ャー トが 不 必要 で あ る とい うことであ る(稿 末 資料

1参 照)。 なお,ビ デオ 画面 を マ ッ ク と同一 画 面に提示す るためには さら

に インター フェイスボー ドが必要 であ るが,学 習 効果 と予算 を考 慮 し
,2

画 面提 示 方 式 で行 な うこ ととした。2画 面 提 示 の利 点 は,情 報 を2つ の異
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なった画面に同時提示できる点である。欠点は学習者が異なった2画 面を

見る手間がかかるとい うことである。

2.イ ンター ア クテ ィブ ビデ オ レ ッス ンの制作一般

コソ ピュー タが ビデオを制御す ると考 えるか,ビ デオ教 材 の合 間 にCAI

レ ッス ンが入 る と考}る か,い ずれ に して も ビデ オ部 分 は重 要な レ ヅスン

の一部である ことは間違いない。 ビデオ教材があま り長す ぎると,端 か ら

端 まで検索 す る必要 が あ る場合に時間がかか り過 ぎるとい う欠点があ り,

実 践上 は5-10分 程 度 の ものが扱 いや す い。 これ には理論的な背景 と共に

い くつかの理 由がある。 まずは学習時間の問題 であ る。5分 程 度 の ビデ オ

教 材 を も とに して レ ッスンを制作 した場合,学 習 者 がそ の レ ッス ン全体 を

や り終 えるのにかか る時間は大体20分 前 後 とな る。 これ は レ ッス ソに 新し

い情報,説 明,質 問,そ してそ れ らの繰 り返 しな ど ビデオ以外に様 々な 内

容 が盛 り込 まれ てい るからである。一般に授業設計理論 から15-20分 ぐら

い の時 間 が集 中 力 の限界 で あ る とされている。 また長い ビデオにな ると逆

に ス トー リー性が重要にな って くるため,逆 に レベル1の 普 通視 聴 の方 が

学 習 効果 が あ る場合 も多い。

さてその ビデオ教材 の制作であるが,ま ず 計 画 段 階 で し っか りとした ア

イデ アがない とインターア クテ ィブビデオレ ッスソとして散漫な ものにな

って しま う。 そのため準備計画をし っか り立て る必要 があ る。 ビデオ部分

の制作に関してその過程を簡単に示す と次の よ うになる。

(1)学 習 者 の先 行学 習,習 熟 度,カ リキ ュラ ムに 合わ せ て学 習 内容を検

討す る。

② ス トー リー ライン,ス ク リプ トを考 え る。

③ ス ク リプ トに沿 って絵 コンテをか く。

(4)絵 コソテに基 づ い て ス キ ッ トを ビデナ機器を使用 して撮影す る(こ

の時 点 では8ミ リテー プ,VHS,Betaの 種 別 は 問わ な い)。

{5)撮 影 した ビデオ を3/4イ ソチUマ チ ックテ ー プに ダ ビソ グす る。

⑥Uマ チ ック用 編集 機 で ス ク リプ トに沿 って編集す る。 この時,リ ー

ド部分,カ ラーバ ー な どを必要 に応 じていれ てお くと便利 である。

{7)編 集 した 画面 を 見 なが ら,ア フ レ コの形 で 日本語 音声 を入れた りs
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必要 が あれ ば,効 果音 を入れ る。

(8)編 集 し,完 成 した ものをUマ チ ックテ ー プか ら8ミ リテ ー プに ダ ビ

ソ グす る。

スキ ッ トの制作,撮 影 には,絵 コンテ(稿 末 資料2参 照)を 始め ,映 繰

表 現,カ メラ ワー ク,照 明,効 果,撮 影 記 録(稿 末 資料3参 照)に つ い て

の基 礎 知 識や 経験 が あ ったほ うが より効果的であ るが,全 くの 素人 で も少

少 の時 間 を覚 悟すれば,使 用 に耐 え うる程 度 の ものは 制作 できる。芸術性

を高め ることが,学 習効 果 を高 め る こ とにつ な が る と思われる範囲ではそ

れ を追及すべ きであ るが,制 作 者 の 自己満 足 に 陥 る ことの ない ように気を

付 けなければな らない。い くつかの学習概念を扱 う内容が制作 できれぽそ

れ で よいのであ って,ア カデ ミー作 品賞 を狙 うの では ない ことを忘れ ては

ならない。 それ よりも大切な ことは,ま ず対 象 とす る学 習 者 の分 析 を科学

的にす る ことであ り,ま た カ リキ ュ ラム全体 の 中で,あ る概 念 の学 習 を何

故 そ こで させ るのか とい うしっか りした計画がね られ てい ることである。

Uマ チ ックテー プは プ ロのス タジ オで もよく使用 され るものであ り,画

質 が よ く・編 集 もしや す い。VHS,Betaテ ー プに比ぺ てか な り高価 では あ

るが,質 の 良 さに は満 足 で きる。

ビデ オ制作 の大半 の時間は編集作業 に費や され る
。編集 している ときに

細かい ことに気づ くものであ るが,特 に芸術 作 品 を制 作す る必 要 は ないの

で,あ ま り凝 らな い よ うにす る ことが肝心 であ る。やや もす るとこの編集

に時間をかけ過 ぎて,後 のCAIレ ッス ン制 作時 に疲 弊 し切 って しま うこと

が多い。 あ くまで も,全 体 の レ ッス ンの一部 が ビデ オ部分 であ るとい うぐ

らいの気持 ちで取 り組む とよい。

さて次にCAI部 分の制作である。まず簡単にその制作過程をビデオ教材

を取 り入れた総合的な形で箇条書きする。 ビデオ教材制作とある程度並行

して行な うと相互確認ができ,修 正 もしやす く,か つ全体の制作時間が短

縮できる。

(1)学 習概 念 を選 び,そ れ に沿 ってCAIレ ッス ンを教 材 作成 支 援 ソ フ ト

(オ ーサ リン グ ソフ ト)な どを利 用 して制 作す る。

(2)CAIレ ッス ソの 内容 に合 わせ て,適 宜 ビデ オシ......ンを織 り込 ん でい



d24

く。

く3)パ イ ロ ッ トテ ス トを 重ね,必 要 に応 じて,レ ッス ンを 改訂,修 正す る。

(4)被 験者 を用 い て効果 を 本実 験す る。

〈5)実 験 結果 を分 析 し効果 を確 かめi教 材 の種 類を増 や し,必 要 に応 じ

て改訂 す る。

CAIレ ッス ンは 教 材作 成支 援 ソフ トを必ず しも使用す る必要はない。俗

に 言 うプログラ ミング言語を使 用して も同様に制作可能 であ る。但しかな

り熟練した プログラマーで もレ ッスン制作には かな り時間がかかるのが現

実 であ る。その点を考 えると一般にオーサ リングソフ トを使用する ことが

賢 明な選択 であ るといえるだろ う。

学習概念は1レ ッス ンに1つ か2つ とす べ きで あ り,確 実 に理解 され る

べ ぎ こ とを念 頭 にお く。やや もす ると多 くの概 念を盛 り込 も うとして,レ

ッス ン全体 が大 きな もの とな り,レ ッス ンが散 漫 にな りがち であ る。但 し,

ン ッス ンは違 って い て も学 習概 念相互の有機的,階 層 的つ なが りは十 分考

慮 され て いることが望 ましい。

ビデオページ(ビ デ オの1シ ー ン)は 学 習 され る概 念 の順 序 に応 じて提

示 され るのが普通だが,1ビ デ オペ ー ジにあ ま り多 くの概 念 を盛 り込 まな

・いほ うが よい とされ る。 また全体 として15-20分 程度 の レ ヅス ンにあ ま り

に 多 くの ビデオページを組み込む ことはかえって レッスンの流れを阻害す

る ことに もな りかねないので注意を要す る。 ビデオ教材を分析 し,ペ ー ジ

毎 に分 け る と き,あ るペ ー ジ と別 のペ ー ジの 間で重 なる部分 があ るよ うに

す ることも勿論可能 であ る。 またフ ィー ドバ ックに ビデオページを上手に

利用 して,情 報 を持 った 映像 での フ ィー ドバ ックを利用す る ことなどで学

習 を効果的に進 めることがで きる。

さて,以 上 が イン ター ア クテ ィブ ビデ オ教材制作時の基礎知識であ るが,

これ を も とに して制 作 した のが 現在実験中の英語 レッスンであ る。

3.本 実験の英語レッスンの特徴

外国語 としての英語学習の最終 目的は恐 らく,英 語による意志疎通,自

己表現の上達 とい うことになろ う。 これは即ち,聴 く,話 す,読 むt書 く

とい う4技 能の有機的習得にほかならないが,学 習め際しばしば母国語に
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よ る補 助,確 認 類 推 が必要 であ る。 我hは この点 に注 目し て当初,音 声

部 分 を2種 類 制 作す る こ とに した。 普 通 ビデオの音声 トラ ックは2つ あ る

の で,理 想的 に は この2つ の トラ ックの1つ に英 語
,残 り1つ に 日本 語 を

入 れ る よ うに してお けぽ よい。簡単に言えば,音 声 多 重方 式 に お け るス テ

レオに なるべ き右 と左 にそれぞれの言語を録音 しておけば よいのである
。

ところが・開発 を進めてい くうちに ビデォ プレーヤの限界 によ り同一 画面

に 同時 に2つ の音声 トラ ックが 使用 で きな いことがわか った
。そ こで1つ

の工 夫 としてs英 語,日 本 語 の映像 を2種 類縦 に繋 ぐこ とを考 えた
。 つ ま

り英語 でのスキ ッ トの後に 日本語のスキ ッ トを繋 ぐや り方である
。 ところ

が このや り方は ビデオ教材を約2倍 にす る とい うことにな って し まい
,や

は り検 索時 間 が長 す ぎ る とい う問題 があ る。 さらに別の方法を考}る 必 要

に 迫 られ,結 局 次 の方 法 で解 決 す る こ とに した。その方法の妥協点は,日

本 語 は母 国 語 であ るので 日本 語部分につ いては音声で聞かせ る強い必然性

は ない とした点 で,コ ン ピ ュー タ側 の モ ニ ター上 に文字 として提示 した
。

現 在は この方式 でレ ッスンを制作 してい る。今後 さらに音声をデ ィジ タル

化 してファイル として取 り込む ことも考えてい るが,今 まで の と ころ画 面

提 示 で学 習 効果 の点か らこのや り方で さほ ど不都合を感 じない。

レ ッス ソ の 題 材 は 前 年 度 ま で に 学 生 に ア ン ケー トを と り
,学 習 した い 表

現 と し て あ る程 度 蓄 積 され て い た 。 そ の 中 で も,短 くて す く使 え そ うな 表

現 ・ 例 え ぽ ・"Nokidding."や"Takeiteasy."な どが 教 材 に 盛 り込 まれ

て い る。 以 下"Nokidding."を 例 に と り簡 単 に 説 明 す る
。

まず,ス キ ッ トで は ア メ リカ人 と 日本 人 が 会 話 を し て い る。 そ の 会 話 の

中),rti-一キ ー セ ン テ ン ス で あ る"Nokidding."を 入 れ て お く。 会 話 の 内 容 は

以 下 の とお りで あ る。

A:Haveyoubeentothecomputershow?

B:No.Whereisit?

A:AtiMakuhariMesse.

B:Didyoufindsomegoodcomputers?

A:Yes.A.samatteroffact,therewasaverygoodone .

Butitcostsmorethanamillionyen.
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B:Nokidding!lsasinglecomputerthatexpensive?

A:Yes.lthaseveryfuncti・n,w・rdpr・cessing,database,

spreadsheet,graphics,andmanymore.

B:Areyougoingtobuythatone?

A:Iwantone.ButIhavetosavemoney.

学習者はまず メニ ューに より初学者か どうか とい う分類を され,そ れ ぞ

れ の レベ ル に応 じて,ス キ ッ トを視聴 す る際 の ア ドバ イスを受ける。その

後,"Nokidding."が どの よ うな脈 絡 で,ど の よ うな表 情 と共 に使 用 され

るか,ビ デオペ ー ジ と共 に紹介 され る(稿 末資 料1参 照)。 と きに 応 じ て

学 習者 が選 択 す る メニューの中に,日 本 語訳,ス キ ッ トの英 語 な どが含 ま

れ て い る。学習者が通過す る経路には平均して12の メニ ュー が含 まれ てい

る。学 習 者 に よっては,自 分 の判断 で 当然12以 上 の メニ ュー を選 択す る者

もい る。選択の メニ ューが多い と表面上学習者の選択 の 自由は増 えた よ う

に見え るが,か え って学 習 者 に迷 い を生 じ させた り,学 習 そ の ものが 効果

的 で な くな る こともあ り,当 初 か ら10前 後 の メニ ューに な る よ うに レ ッス

ンを工夫 した。

その後,そ れ ぞれ のパ ー トの反復 練 習 と,対 話 練 習 が続 き両練 習 ともテ

レ ビ画面 に向か って話す ようにな ってい て実際 目の前に相手がい るかの よ

うな印象を与aて い る。 これ も希望 さえす れば,何 回で も反復 練 習 が で き

る よ うに な ってい る。

スキ ッ ト部分はほんの3分 程 度 の もので あ り,練 習部 分 を含 め て も ビデ

オ全体 で5分30秒 ぐらい の長 さで あ る。 レ ッス ンに含 まれている ビデ=オペ

__一.ジは学 習者 個人 に よってか な り違 いはあるが,大 体12,3ペ ー ジで あ る。

レ ッスソの終 わ り,確 認 テ ス ト(7問:4問 が表 現 に関 す る も の で,残 り

3問 は 文化 的 理解 に 関す る もの)の 直前 には,ま とめ として スキ ッ ト全体

を再 度 視聴で きるよう〉,rt-一一も構 成 され てい る。

4.パ イ ロ ッ トテ ス トの結 果

この レ ッス ソを10人 の学 部 生(3,4年 生)で 試 し てみ た。 この段 階で は

理 解度 テス トは行 なわない代わ りに,簡 単 な1ペ ー ジ(10項 目:稿 末資 料

4参 照)の ア ン ケー トを実 施 し,反 応 を調 べ た。 結 果は 以下 の とお りであ
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る。 まず,イ ン ター ア クテ ィブ ビデ オシ ス テムに よる学習触発に関しては

5点 満 点(非 常 に満 足 を5点 とす る)で 平均4 .3と 言 う結 果 が 出た。 単 純

に考 え て新 奇性の効果分を差し引いて どれ ぐらい動機づけが されたか
,こ

の数 字 だけ で はは っ き りした ことはいえない。但 し,ほ とん どの者 が この

学 習方 法 で もっ と学習 してみたい とい う意思表示をした ので,ま ず 効 果的

な学習 方 法 であ る とい うことはできるであろ う。

次に・ レ ッスソの内容を よ く理解 したか とい う質問では,平 均4.4と い

う数字 が 出た。 これ に 関 し ては,質 問 が包 括 的 であ るので,今 後理 解 度 を

詳 し く計 測 す る必 要 があ る。現時点 では,少 な くと もわ か った よ うに させ

る ことので きるレ ッスソであった とい うことだけはできる。実は この点 も

教育効果か ら考えれば大切 な要素である。わか ったのかわからないのかわ

か らない とい うのが,一 番 始末 に 負sな い とい うこ とは,教 育関 係 者 な ら

何 度 も経 験す る事実 であろ う。

さらに・全体的に この レ ッスンに満足 したか,と い う質 問 では,平 均3.9

とい う結果 を得 た。 どの よ うな点 でそ う思 ったのか とい う質問では
,ま ず

視 覚情報 と聴 覚情 報 が 同時 に提示 され る点rつ い で操 作 が易 しい とい う点

を あ げていた,被 験 者10名 の うち,マ ックを全 く使 用 した こ とのな い もの

は1名 しか お らず,後 は多 少 な りとも使 用経 験 が あ るので この判断には さ

らに どの よ うな点 が易 しい と感 じたのか詳 し く調査す る必要があるだろ う
。

レッスンの中で,ビ デオ プ レー ヤが ビデ オ シー ンを検索す る時間
,つ ま

り学習 者 側 か らすれ ぽ待 ち時 間であるが,こ れ に つ い ては面 白い 結果 が 出

た。 ビデオページは全体 のレ ッスンでおお よそ12ほ ど視聴 す る よ うに な っ

て い るが,そ の平 均検 索 時 間は7.4秒(最 長15 .4秒,最 短2.4秒)で あ った。
この事実 に対 してsア ン ケー トでは10名 中,8名 が ,全 く気 に な らな か っ

た と答 え てい る。 ある学生は,待 って い る時 間に 次は 何 が起 き るのか期待

していた と述べている。 これは,フ ィー ドバ ック理 論 か ら考 え る と
,情 報

提 示 の 間隔,新 しい情 報 の種 類,学 習 の過 程 な どが 効果 的 に 絡み 合えば
,

む しろ間 髪 を入 れ ない 次情 報 の提示は効果がないか も知れない とい う考え

方 もできそ うである。訂正中心 のフ ィ,,._..ドバ ックか,情 報 を盛 り込 ん だ フ

ィー ドバ ックが単に効果的であ るとい うのみでな く,質 問 内容,形 式,学

習 者特 性 な どに よ り・ あ る一 定の時間をおいた フ ィー ドバ ックが本当に効

果的なのか さらに詳 し く調ぺ る必要があるだろ う。 また1人 は,最 初 のぺ
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一ジで"ビ デ オが始 ま る までに10-15秒 か か ります 。"と 待 ち時 間 の情 報

を 提示 して あ ったのでそれが役立 った と指摘 していた。実際にはほ とん ど

の待 ち時間は10秒 以下 で あ った。

イソ ター ア クテ ィブ ビデオレ ッスンの どの点 が役立 ったか とい う質問に

は,以 下 の点 が指 摘 され た。

確 認 テス トの中に語彙のテス トが含 まれ ていた。

ビデオに よる発音 と読みの練習が レ ッスンに含 まれ ていた。

レ ッスソの進行 がわか りやすか った。

学習が学習者制御にな っている。

語彙 と発音の練習が1つ の レ ッス ンに入 ってい る。

学 習 の進行がステ ップ毎になってい る。

レ ッスソの内容 が,実 践 的 であ る。

逆 に どの よ うな点 が役に立たなか ったか とい う質問には以下 のよ うな点

が指摘 された。

い くつ かのページで説明が長い。

ビデオの始 ま りが検索後にずれ て会話 の途中か ら始 まることがあ った。

もっとグラフ ィックスがある といい。

解答処理の点で もっと柔軟性があ るといい。

メニューカミ多し・。

音質,画 質 が 良 くな る とい い。

学 習 者分 析が もっと細か くなるといい。

ここでは詳細な説 明は避け るが,以 上 の点 の うち今 後 の レ ッス ソ開発上

改善すべ き点はその ように直 し,付 け加},ま た 良い と指 摘 され た点 は よ

り効 果 的にしてい く予定である。

5.展 望,研 究課題

インターアクテ ィブビデオレッスソにおける3つ の特徴は,学 習相互作

用,個 別化学習,視 覚教材の効果的提示である。学習相互作用の低い,ビ

デオプμグラムの普通視聴においては,学 習者はプログラムを直線的に視

聴するのみである。それでもそれな りの学習効果は期待でぎるが,こ れは

習熟度における個人差を余 りにも無視した一方的な一斉視聴である。英語

学習において,普 通視聴で内容がほとんど理解できるならば,逆 に内容を
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学習する必要はな く,娯 楽で見るか,英 語のBrushupを 目的として観る

ぐらいである。

今後取 り組んでい く課題は大きく分けて3つ の分野 で1ある。 まず,(1)

学 習相互作用のレベル,内 容 と学習効果について,次 に,(2)効 果的な解

答処理の方法について,そ して,(3)視 覚教材のレベル,提 示の順序 と組

み合わせ,こ の3つ である。

学習相互作用についてはまず何が相互作用なのかとい うことから始めて

いかなければならないだろう。単に,メ ニューの数を増やすのではな く,

多 くの情報の海を学習者が 目標に向かって,あ るいは 目標を探し,設 定し

つつ,ど のような経路を経て最終 目標に辿 り着 くのか,辿 り着かないのか,

とい う点についての研究が重要であると思われる。

解答処理についてはPusack(1983)が5つ のレベルに分けて述べてい

るのがわか りやすい。彼は,解 答処理を単に正答の提示を行な うレベルか

ら,正 誤の提示,正 答 との比較s誤 答予測による説明,文 法的関係を説明

するレベルまで分けて,一 般にレベルの高い解答処理が望ましい と述べて

いる。解答処理はまた問の形式,学 習者特性 との関連で考えなけれぽなら

ず,こ の点が彼の分析では不十分な点である。故に今後の我hの 研究では,

解管処理を上記2点 と合わせて調査してい く予定である。 この分野の研究

の進展は,外 国語教育全般のインターアクティブビデオ,CAI教 材の質の

向上 とも深 く関連するのでどのような形の質問が,ど のような学習者に,

どのような解答処理方法で効果的なのかといったことを調べるのは非常に

意義のあるものと思われる。

視覚教材の提示順序については,過 去い くつかの実証研究が行なわれて

いる。代表的なものの1つ に,あ るグループの子供には物語を聞かせ,ま

た別のグループの子供には絵を見せながら物語を聞かせた り,あ るいは物

語を聞かせる前,後 に絵を見せて理解度を調べ る研究がある。大人の学翌

者についても,視 覚提示を文字情報の前後に分けて提示し,記 憶内容を調

べる研究が多い。重要であるにもかかわらずこの分野の研究でかけている

のは,視 覚教材相互の関連,視 覚情報そのものの質(例 えぽ,リ アリズム,

色彩 といった)に ついての研究である。今後 こういったことも十分考慮し

て研究を進めていかなけれぽならないであろ う。
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なお近未来的予定 としては,ま ず,学 習記録をとり統計的分析により学

習内容の理解の調査を行ない,ま た学習過程の分析をし,さ らに学習概念

を広げてい くことを考えている。

この研究の一部は平成2年 度文部省科学研究費 卜 般研究C,課 題番号

01580288研 究代表者:外 国語学部教授小池栄一],平 成2年 度後期 放送文

化基金E人 文学部門_,,u研 究 研究代表者:同 小池栄一・]の補助を受けて

行なわれていることを付記してお く。

注

1)例Z..ぽ,レ ッスソの中 で応答 として,キ ーボー ドで学 習者 が実際に入 力す る

ことは相互作 用 があ るとい う。 一方物 理的 な相 互作用 とは別 の面 で,学 習 者 が

認知 活動に おい て高 い相互作用 を行 な うこ ともあ る。能 動的思考,学 習活動 へ

の積極 的参加 とい う表現 が され るこ とがあ る。

2)直 訳すれ ば,メ デ ィアを超 えた メデ ィア とい うことにな るが,実 際には,あ

る状 況に 合わ せ て複 数の メデ ィアあ るいは メデ ィア属 性を効果的 に組み合わ せ

て新 しい メデ ィアシス テムに した ものを指 してい る。典 型的 な もの としては,

コン ピュー タに周辺機 器 を接 続 した り,異 な った メデ ィア(属 性)を 組み 込 ん

で複 合 メデ ィアを開発す る ことな どがあ る。

3)オ ーパー ヘ ヅ ドプロジ ェク ター川 の トラソスペ アレソ シiビ デオ,16mm

フ ィル ムな どを指す 。

参 考 文 献

保 崎 則 雄(1989)イ ン タ ー ア ク テ ィ ブ ビ デ オ の 教 育 利 用 と研 究 に つ い て 日木

教 育 工 学 会 研 究 報 告 集JET89-115-21.

Hozaki,N.&Koike,E.(1991,February),InteractivevideoinEFL

education:.A廊 μ η65θcase.PresentedattheannualConferenceofAssoci.

ationforEducationalCommunicationsandTechnolOgy,Orlando,FLU.S.A.

Pusack,J.P.(1983),"Answer-processinganderrorcorrectioninforeign

languageCAI"System,11(1),53-64.



英語CAIビ デオソフ トの開発一1

資料1:レ ッス ンの構成
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資料2:絵 コンテ用紙の例

ビデオ映画製作 絵コンテ タイトル

フレーム/画 像 ナ レーシ ョン/音 響効 果等

フ レー ムNd

フ レー ムNa

フ レー ムNa

フ レ ー ムNn.



ビデオ撮影

分析記録 グル ー プ名

シ..._.ン

番 号 分 秒 フレーム

〔[=コ[コ=コ ゆ1
内容
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資料3:ビ デオ撮影 分析詑 録用紙 の例

作 品名 日付

分 秒

1

プレやム

n

長さ

分 秒 フレーム

llIl

口 1-1 i 1
内容

lI 1→[コ==工==コ 〔〔コ
内容

1 -1..ｺ[コ=コ==コ r 1 1
内容

「 1 回 1 1
内容

i 1 1ゆ「-T-T「 Ll
内容

ト1 1 1 1
内容

1 トゆ1 i 1 1 5
内容

口[コ==[コ 引
内容

1 1

n 1 回 1 1
」

内容

口=工=]=コ ゆ1
内容

1 1

[[コ=コ=コ →[コ==[コ
内容

1 1 7
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ア ン ケー ト

レ ッス ン の タ イ トル

資料4:ア ンケー ト

年 月 日

この イン ター ア クテ ィブ ビデオ レ ッス ソをや ってみ て ど うで した か
。 以下 の質問に答え て くだ さ

い。 丸を付け るところは以下 の よ うに し ます
。

いいえ わか らない はい

12345

1こ の学 習方法 に興味 を持 ち ました か。12345

2学 習 した内容は よ く理解 で きましたか
。12345

3こ の レ ッス ンに満足 し ましたか。12345

どこに(不)満 足 で した か。

4ビ デオが始 まるまでの待 ち時 間につい ては ど う感 じま したか
。

5麗 び 使ったレッスソの中で役に立ったと思うことを箇A Cき して

6講 譜 難 磨 ンの中であまり役蹴 なかつたと思うことを

7さ らに良 くす るにはどこをどのよ うに改良したらよいと思いますか
。

8今 後 どのような内容を盛 り込んで欲しいですか
。

9そ の他に何か感想があ ったら書いてください。


